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クラウド・コンピューティング 
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• クラウド・コンピューティングがITの主流に 
• スケーラビリティ、保全性、管理不要、どこからでもいつでも 

• クラウド・コンピューティングの種類 
• IaaS（Infrastructure as a Service)  

• OSやアプリケーションを稼働させるスペースを提供 
• 例）Aｍazon EC2 

• PaaS（Platform as a Service) 
• アプリケーションを運用する環境を提供 
• 例）Windows Azure 

• SaaS（Software as a Service) 
• 形態としてはASP（Application Service Provider)に同義 
• 例）顧客管理、グループウェア、ウィルス除去システムなど 

• DaaS（Data as a Service) 
• データ提供サービス 

• 上記の複合形 



GISにおけるクラウド・コンピューティング 
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 ほとんどがSaaSかDaaS 
 有償/無償のサービスが急増 

– ベクタデータ主体のもの 
– 画像やラスタデータ主体のもの 

 
 ArcGIS Online 

– DaaSとSaaSの複合形 
– ベクタデータと画像データ両方に対応 
– GISユーザ間の情報共有のプラットフォーム 

 



ArcGIS Onlineとは？ 
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米国Esri社が立ち上げたマップの作成から共有、利用までを 
オンラインでおこなえる「クラウド GIS」 

マッシュアップ 



世界中の各種詳細背景マップを無償提供 
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欲しいデータを検索して使用 
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利用形態 
• WMS（Web Map Service） 
• WCS（Web Coverage Service） 
• WFS（Web Feature Service） 
• イメージサービス 



イメージサービス 
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 Esri社独自のテクノロジ 
– Webサービスを使用した各種ラスタデータのサービス 

 ラスタデータ、LIDARデータ、モザイクデータセット 
 

– モザイクデータセット 
 Esriジオデータベースのデータモデル 
 小規模から大規模のラスタデータのコレクション 
 格納、管理、検索、動的モザイク、関数を用いたリアルタイム画像処理 

 
 ArcGIS Onlineでのラスタデータの取扱い 

– イメージサービスとモザイクデータセットを駆使 
– LANDSAT、IKONOS、航空写真等のサービス提供 



Landsat Image Services  



Landsat Image Services 
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 米国内務省（DOI）との協力関係においてEsriが構築 
 過去30年間の全世界の Landsat 画像 
    （GLS 1975、1990、2000、2005）を 
       ArcGIS Onlineのコンテンツとして無償公開 
 約8TBの画像データを元に20種類以上の高次プロダクトを 
       ArcGIS Onlineから配信 
 対話的に変化抽出を行うWebアプリケーションも同時に公開 

GLS（Global Land Survey）： 米国地質調査所（USGS）の 
    オルソ補正済みLandsat データ 
    セットプロダクト 

http://www.esri.com/landsat-imagery/ 



システムの概要 
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Landsat（GLS） 
1975～2005  
総計＞8TB 

各種イメージ
サービス 

Geodatabase 
モザイク 
データセット 

Web 
アプリ 

Web 
ブラウザ 

ArcGIS ArcGIS 
Server 



利用例①：GIS ソフトウェアからアクセス 
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 ArcGIS Onlineに接続するだけ 
例えば・・・ 
1. メタデータ／空間検索 
2. マップに追加 
3. 画像解析ウィンドウで切り出し 
4. NDVI画像作成 

 
 マルチバンド画像をレイヤとして取扱い 

– 画像解析が可能 
– ローカルにあるGISデータとのマッシュアップが可能 

 



 



 

低解像度画像：NASA Blue Marble 



 



 



 



利用例②：Web アプリケーションで利用 

 Change Matters Viewer 
– ArcGIS Online で公開されているコンテンツ 
– 変化解析を２種類のビューアで対話的に行える 

 
 

 ArcGIS Onlineで公開されている様々なイメー
ジ・サービス（画像処理の関数およびその組み合わ
せ）を用いて簡単にWebアプリケーションが作成
可能 
 

 デスクトップ・ソフトウェア、PCやタブレットPC
のWebブラウザ、スマートフォン（iOS, Android, 
Windows Phone)に対応 
 



並べて変化解析 
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重ねて変化解析 
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ArcGIS for Smartphones 
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Google Playストアの例 

無償アプリ 
• App Storeで無償提供 
• ArcGIS Onlineにアクセス、利用可能 

iOS Android 
Windows 

Phone 



利用例③： 
ArcGIS Explorer Online からアクセス 
 ArcGIS Explorer Onlineは、誰でも無償で使える 
クラウド（SaaS）型GISビューア 

 時間機能（タイムスライダー）を使用可能 
 



 



 



 



 



 



 



High Resolution Imagery Services  



High Resolution Imagery Services 
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 米国GeoEye社との協力関係においてEsriが構築 
 2012年1月からArcGIS Onlineのコンテンツとして1m空間解像
度のIKONOSデータの無償公開を開始 

– 2012年1月 北米、ヨーロッパ、各地の主要都市 
– 世界中の画像を順次整備中 
– 各画像には解像度、取得日、データソースなどのメタデータが付属 

 LANDSAT画像を拡大すると対応地域で表示される 
 

 LANDSATと同様に 
– レイヤとして取扱った画像処理が可能 
– イメージ・サービスを用いたWebアプリケーションが作成可能 



ArcGIS OnlineのIKONOS画像例 
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2012年11月時点の整備状況 
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最後に 
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 GISユーザにとって、全世界を網羅的に、時系列的にモニタリ
ングするための衛星データは今後より必要とされていく。 

 GISユーザの画像データに対する希望 
– これまで 

– 低価格または無償での提供 
– GISユーザが利用しやすいフォーマット/サービスでの提供 

– オフライン：GeoTIFF、JPEG2000など 
– オンライン：OGC（WMS, WCS等） 

– これから 
– ArcGIS Onlineのような無償のクラウド・サービス 

 政府系衛星データのアーカイブの無償公開の効果 
– 全世界のGISユーザ（リモセンユーザの数十倍以上）が利用 
– 日本のデータの認知度向上、新規撮像データの価値向上 
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